列状間伐がヒノキ人工林の蒸発散量に及ぼす効果 by 孫 新超 & SUN Xinchao
The effect of strip thinning on partitioning









   氏名（本籍）        孫 新超 （中国） 
 
   学位の種類          博 士（ 理学 ） 
 
   学位記番号          博 甲 第 6923 号 
 
   学位授与年月日      平成２６年 ３月２５日 
 
   学位授与の要件      学位規則第４条第１項該当 
 
   審査研究科      生命環境科学研究科 
 
   学位論文題目    The effect of strip thinning on partitioning of  
evapotranspiration in a Japanese cypress plantation 
（列状間伐がヒノキ人工林の蒸発散量に及ぼす効果） 
 
主査             筑波大学教授   理学博士      恩田 裕一 
 
  副査       筑波大学教授   工学博士      福島 武彦 
 
  副査        筑波大学准教授 博士（地球環境学） 松下 文経  
 
副査       筑波大学教授  博士（農学）     上條 隆志 
 
     
 











下量(SF)、木の蒸散(Et)、林床からの蒸発量(Ef)のデータを収集した。平成 23 年 10 月、当該流域において、
木の列と列の間の二列分の木を伐採し、列状間伐を作った。これによって胸高断面積が 48%減少し、それに
伴って群生密度も 50%減少した。観察期間は二期間に分かれており、一つは間伐前の期間（平成 22 年 11 月
～平成 23 年 10 月）であり、もう一つは間伐後の期間（平成 23 年 11 月～平成 24 年 10 月）である。 
 観測の結果、列状間伐により樹冠通過雨量(TF)は増加し（61.4%から 73.0%に）、樹冠流下量(SF)と森林遮








に、森林全体の一日の蒸散量(Et)は 39.8%減少した（1.23±0.48 から 0.74±0.42 mm d-1に減少）。森林全体

























平成 26 年 1 月 30 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
